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静岡県磐田市の元島遺跡とその周辺で見られる２枚の歴史津波堆積物
Two historical tsunami deposits from the Otagawa-lowland, western Shizuoka Prefecture,
Pacific coast of central Japan
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はじめに：　南海トラフ沿岸における古地震・津波研究の過程で，遠州灘に面した太田川低地南部の氾濫原に立地す
る元島遺跡の発掘現場と，その上流にある河川改修現場の法面から，2枚の津波堆積物を見出した．これらの地点は現在
の河口から 2.5～3.5km内陸にあるが，津波が発生した当時は遠州灘から太田川沿いに入り込んだ内湾の奥に位置してい
た．一つは 1096年永長地震に対応する津波と考えられ，もう一つは 4世紀から 7世紀の間に発生した東海地震による津
波と考えられる．
永長地震津波：　元島遺跡は弥生時代から 16世紀にかけての複合遺跡で，1990年代から発掘が続けられ，1498年明

応地震に対応すると考えられる液状化跡など，東海地震の痕跡も報告されている（寒川ほか，2005）．今回発見された津
波堆積物は，弥生後期から古墳時代の遺構を覆うシルト層に挟まっている．層厚 20-30cm前後の砂や礫からなり，東西
約 120m，南北（海－陸方向）約 70mの発掘ピット全体にわたりほぼ水平に広がっている．津波堆積物の内部には級化
を示す砂層が何層も重なっており，波が繰り返し来襲したことを記録している．砂層と砂層の間には流れが一旦停滞し
たことを示すマッドドレイプが見られ，断続的に流れが発生したことを示している．砂層の一部は海から陸へ向かう古
流向を示す．14C年代測定の結果，堆積時期は 11-12世紀と推定された．この時期には南海トラフ東部では永長地震が起
こっている．この地震は嘉保三年十一月二十四日（1096年 12月 11日）に発生し，信頼できる史料によって駿河国と伊
勢国が津波の被害を受けたことは知られていた（矢田，2009など）．今回見つかった津波堆積物は，永長地震について
初めての具体的な津波痕跡の発見である．

4-7世紀の津波：　元島遺跡の約 1km上流にある河川改修現場では，干潟の粘土層（オキシジミなどの化石を含む）を
削り込んで覆う層厚約 70cmの砂層が見つかった．この砂層は南北（海－陸）方向にほぼ水平に 150m以上連続する．平
均粒径や礫の含有量が陸側へ減少し，また，礫や砂の組成は太田川の河床堆積物とは異なり遠州灘海岸のものと似てい
る（青島ほか，本大会）．このことから海岸から遡上した津波で運ばれたと推定される．級化する砂層が何層も重なる構
造や，砂層と砂層の間にマッドドレイプが挟まる特徴は，この津波堆積物でも見られる．津波堆積物の上位には河口周
辺で堆積したシルト層が重なる（佐藤ほか，本大会）．津波堆積物に含まれる焼き物片（廻間�式後半の柳ヶ坪型壺（4
世紀後半））や 14C年代測定値から，津波の発生は 4世紀以降 7世紀末までの間に絞られる．静岡県袋井市の坂尻遺跡
などでは 4世紀頃と 7世紀後半に液状化痕が見つかっており，東海地震の発生を示すと考えられている（寒川，2001な
ど）．特に 7世紀後半の地震は日本史上最古の海溝型地震である白鳳地震（天武天皇十三年十月十四日；684年 11月 26
日）との関係が検討されてきた．白鳳地震は南海地震のみで東海地震の発生を示す記録は無く，遺跡で見られる液状化
痕から同時代に東海地震も発生したことが推定されていた．今回発見された津波堆積物の年代が確定すれば，東海側で
も白鳳地震に対応する海溝型地震が発生していた新たな証拠になるかもしれない．
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